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学校法人 神戸滋慶学園 神戸医療福祉専門学校中央校 

令和７年度第１回学校関係者評価委員会議事録 

 

議事録作成者：藤木里奈 

 

１ 開催日時 令和７年６月１４日（土）１３時３０分～１４時３０分 

 

２ 開催場所 神戸医療福祉専門学校中央校を拠点とするリモート会議 

 

３ 出席者  学校関係者評価委員 

木戸 弘     業界代表（協同組合兵庫県保険鍼灸師会 名誉理事長） 

橋本 薫子      業界代表 (神戸市老人福祉施設連盟 理事) 

五味 仁志   高校関係者代表（兵庫県立須磨友が丘高等学校元校長） 

大庭 英朗      卒業生代表（かどわき診療所 事務長） 

近藤 翠    保護者代表(神戸医療福祉専門学校中央校 介護福祉士科) 

 

欠席者 島 誠一  近隣関係者代表（ＡＮＡクラウンプラザホテル神戸 セールスアンド

マーケティング部クラウンイベントディレクター） 

   

学校側出席者 

川口 延子     神戸医療福祉専門学校中央校 校長 

黒田 尚子    神戸医療福祉専門学校中央校 事務局長 

由良 和也    神戸医療福祉専門学校中央校 介護福祉士科 学科長 

前田 見太郎     神戸医療福祉専門学校中央校 鍼灸科 学科長 

       齊藤 浩吉       神戸医療福祉専門学校中央校 鍼灸科 副学科長 

 

４ 会議の概要 

（１） 校長挨拶 

（２） 委員ご紹介 

（３） 令和６年度自己点検自己評価 

（４） 講評・意見交換 

 

５．議事録 

（１）校長挨拶 

本日は各種行事等ご多用な中、委員の皆様方には神戸医療福祉専門学校中央校「学校関係者評価委員

会」にご出席頂きありがとうございます。さて、日本の先行き不透明感に歯止めがかかりません。最も懸

念されるのは少子高齢化による人口減少です。総人口も今年は前年に比べ約６０万人減になるという概算

も出されております。今後神戸医療福祉専門学校中央校は高等教育機関としてどう魅力を打ち出し専門職

を育成できるのか、学校関係者評価委員の皆様から忌憚のない意見を拝聴し、今後の学校経営・運営に反

映したいと考えますのでどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

（２）令和６年度自己点検自己評価結果報告及び学校関係者評価 

本校が実施した自己点検・自己評価内容を下記１０項目について説明後、各委員から評価していただいた。 

１．教育理念・目的・育成人材像 

２．学校運営 

３．教育活動 



４．学修成果 

５．学生支援 

６．教育環境 

７．学生の募集と受け入れ 

８．財務 

９．法令等の遵守 

１０．社会貢献・地域貢献 

＊自己評価・学校関係者評価の結果表参照 

（３）自己点検・自己評価に関する意見交換 

五味委員：３点お聞きしたいことがあります。１点目は自己評価はどなたがされたのでしょうか。 

黒  田：評価につきましては、各学科長、副学科長が先に評価し、その後全教職員がしております。 

五味委員：２点目が、３－１０－１、２ 定期試験の結果が国家試験出題範囲の理解となるような評価方法 

    とありますが、具体的な内容を教えて頂ければと思います。 

前  田：介護福祉士科と鍼灸科で共通しているのが、ＳＰ分析という分析方法を使用し、ケアレスミスな 

     のか、理解力が不足しているのかを確認した上で評価しています。試験はマークシートを使用し 

  ています。模試や定期試験の分析にはマハラノビスといった分析方等統計処理を用いています。 

五味委員：３点目が７－２６－１、２にある入学選考の特記事項にありますＡＯ入試の内容について、やる 

気を重視した入学選考とありますが、やる気を数値化するのは難しいと思いますが、具体的な入 

試方法や何か利用している数値があれば、教えて頂きたいと思います。 

黒  田：介護福祉士科も鍼灸科もＡＯ入試では適性検査を導入しています。職業適性があるかをみていま 

す。介護福祉士科の場合は介護の場面のやりとりの動画を見て、観察力があるかを評価のポイ 

ントとしています。鍼灸科は、問診の様子を適正に判断することができたかどうかを評価のポイ 

ントとしています。養成する資格を目指す上で必要な適性を見ています。適性検査、面接の２つ 

の評価を合算して総合的に評価して判断しています。 

近藤委員：５－２０－１について、対面型での保護者説明会に関して、子どもが選んだ仕事ですので、職種 

については保護者はあまり知る機会がなかったので、対面での開催は職種理解もでき、良かった 

と思いました。ボランティア活動についてですが、高齢者との関わりは多くありますが、児童と 

触れ合う機会があり、貴重な経験をさせて頂いたと、とても喜んでおりました。 

由  良：児童ボランティアですが、レクリエーションインストラクターの授業の一環として、高砂のレク 

リエーション協会と連携をさせて頂いております。こどもたちと関わる中で色々な学びを得る

ことができ、貴重な体験となっています。 

黒  田：本日はお忙しいところ、ご出席賜りましてありがとうございました。   

委員の皆様から頂きましたご意見等は、今後の教育活動に活かしていきたいと考えております。 

有難うございました。 

次回の委員会は２０２６年２月２１日(土)１３：３０からで予定しております。 

                                        


